
AЯEA ITO FOOTBALL CLUB

エリア伊都フットボールクラブ



チ ー ム 体 制

名 称 『 エリア伊都フットボールクラブ 』

所 在 地 福岡県糸島市伊都の杜２丁目１０番地２０

運 営 〇 一般社団法人伊都日本振興会 ( 平成26年1月30日設立 )

⇒ U－６ ( ６歳以下 )、U－８ ( ８歳以下 )、U－１２( １２歳以下 )、U－１５( １５歳以下 )

２０２０年４月 「エリア伊都グローバル保育園」 開園

〇 特定非営利活動法人伊都日本振興会 ( 平成22年11月22日設立 )

⇒ トップチーム (１８歳以上) ※福岡地区社会人サッカーリーグ加盟

福岡市社会人サッカーリーグ「エイトリーグ」加盟予定

フットサルチーム (１６歳以上) ※毎週水曜日糸島市内で活動中



【 監 督 】

仙野 元基 （ 総監督、U-１２ 監督、エリア伊都グローバル保育園理事長 ）

せんの もとき

有坂 哲 （ U－１５ 監督 、エリア伊都グローバル保育園園長）
ありさか てつ

指 導 ス タ ッ フ

【 チームアドバイザー 】

・ 冨田 良 （ とみた りょう ）

（特別行政書士、福岡県行政書士会福岡中央支部支部長、

福岡キワニスクラブ教育国際委員長）

・ 笠 信純 （ りゅう のぶすみ ）

（りんでん保育園 園長、法林寺 副住職）

【 コ ー チ 】

・ 鶴田 研人 （ U－６、１２、１５担当 ）
つるた けんと

・ 貞弘 記世文 （ U－６、１２、１５担当 ）
さだひろ きよふみ

・ 岸 謙次 （ U－６、１２、１５担当 ）
きし けんじ

・ 林 紘生 （ U－１２、１５担当 ）
はやし こうき

・ 黒川 湧貴 （ U－１２、１５担当 ）
くろかわ ゆうき

・ 楠原 雄大 （ U－１２担当 ）
くすはら ゆうだい

・ 九州大学学院生コーチ ３名

【 伊都アクティブジム 新 -ARATA- 】

・ 塩生 好紀 （ しおにゅう こうき ）

（チーフトレーナー / かかりつけ理学療法士）



ク ラ ブ 理 念

～ 「 AЯEA ITO 」のもとに ～

クラブのメンバーであることに自覚と誇りを持ち、サッカーを通した
様々な

活動の中で多くの仲間と地域の人々と触れ合い、

人間として成長していく。

それがクラブの歴史、伝統となり糸島にサッカー文化を根付かせるこ
とに繋がり、地域社会に貢献できると信じています。

～ 地域に愛され続ける ～

故郷には「 AЯEA ITO 」があることに誇りを持てる。

そんなクラブを本気で目指します。



コ ン セ プ ト

サッカーはチームスポーツです。決して一
人では続けていけません。チームの一員と
して一つのボールを仲間と追う中で、思い
やり、仲間意識(All for one)が育ちます。
また楽しくかつレベルアップできる練習の
中で、技術的な上達はもちろん、コーチや上
級生に対する敬う心(Respect)も育ちま
す。

素敵な仲間とサッカーのルールを守り、
ボールを蹴る中でサッカーの本当の楽しさ
(Enjoy)を知り、挨拶をはじめ様々な社会
のルールにも触れ、あらゆる活動
(Activity)を通して人間的な成長と自信
(Identity)を獲得していきます。



私達は、地域の中での子どもの居場所
として、スポーツによる青少年の健全育
成を常に念頭に置き、また子どもから大
人まで多くの人々に親しまれ、愛着を育
む場としてのサッカークラブを目指し、
「みんなでこの糸島を元気にしよう！」と
いう地域づくりの想いを持って活動しま
す。

この自然豊かな糸島の地で、糸島の人
達が仲間と末永くボールを蹴れる環境を
作りたい。たとえ一時的に糸島を離れて
も、帰ってくればまたそこに変わらぬ仲間
とボールを蹴れる環境がある。誰もがそ
このメンバーであることに誇りと感謝の
気持ち(Thank)を持ち続けると共に、永
遠にこのクラブが続くことを願い(One 
for all)、地域に根ざし愛されるクラブに
なることを本気で目指しています。





幼児年代から一貫した指導を行うことにより、サッカー選手として
必要な技術・個人戦術の習得を目指します。
友情、礼儀、尊敬、勤勉、思いやり、謙虚な心といったよりよい人間性
の向上にも努め、チーム卒業後の次のステージへの土台を作ります。
コーチングの方向性にズレが生じないよう、定期的なスタッフミー
ティングを行い、各カテゴリーを相互に行き来し、指導者間の理解度
を深めます。

育 成 方 針



≪Ｕ－６、７、８≫
ボールを使った様々な遊びや動きの中で自分の体を思い通りに動かすことができる能力
（コーディネーション）を向上させ、ゴールデンエイジでの技術習得にむけた準備期間と位
置付けます。

≪Ｕ－９、１０≫
ゴールデンエイジの初期段階として、自分の思い通りにボールを操ることができる技術
（テクニック）を徹底してトレーニングします。
また、自分たちのことは自分たちでやるといった自立心を根付かせます。

≪Ｕ－１１、１２≫
Ｕ－１０までに徹底したテクニックをベースにサッカーでの重要なファクター「観る→予測
する→狙う→判断する（プレー）」のサイクルを意識させ、判断に基づいた技術（パーフェク
トスキル）の習得とサッカーで最も必要とされる球際の強さ、闘う気持ちを身に付けます。
また、私生活の上でもサッカーでのサイクルを意識させ、今何をすべきかを考え判断させ
ることにより、中学校へ向けての良い準備を行います。

≪Ｕ－１３、１４、１５≫
Ｕ－１２でのパーフェクトスキルをベースに、状況判断の質のさらなる向上、判断の範囲を
広げることに重点を置きます。
自らで考えてアクションを起こせる選手や自分ならではの武器で勝負できる選手など『個
性』の際立った選手を育てます。
また、アカデミーの最上学年として下カテゴリーの手本となるような、言動を意識させ、み
んなが憧れる存在になるような人間性を身につけます。



≪ トップチーム ≫
・福岡地区社会人リーグ２部所属

※年間13試合程の公式戦

・福岡市社会人リーグ「エイトリーグ」

※2020年シーズンより加盟

≪ フットサルチーム ≫
水曜日 （志摩体育館）
２０：００ ～ ２２：００
18歳 ～ 45歳の社会人・学生が参加
現在40名程度が在籍

活 動 計 画 （ ２０２１年度現在 ）

≪ Ｕ－１５ ≫ 
１９：００～２１：００
月 （玄洋高校） 火 （玄洋中学校、周船寺小学校）
木 （玄洋中学校、玄洋高校）

≪ Ｕ－１２ ≫

１７：００～１９：００
水、金 （東風小学校）※バス送迎有り

火、木 （周船寺小学校） ※バス送迎低学年のみ有り

※ バス送迎 → アソカ幼稚園、可也、南風、前原南、

周船寺、高田、波多江

※ 月曜日は自主練習場として東風小学校を開放します。

≪ Ｕ－６ ≫

１５：３０～１６：３０
火、木 （アソカ幼稚園） 月、水 （りんでん保育園）

≪ なでしこ ≫

各曜日で活動



≪Ｕ－６≫
U－６…スクール活動
各種キッズフェスティバルへの参加
福岡県ジュニア委員会等主催の大会への参加
その他練習試合等への参加

≪Ｕ－１２≫
＝クラブ活動 （登録上はスポーツ少年団）
糸島市サッカー協会主催の公式戦への参加
福岡県サッカー協会主催の公式戦への参加
日本サッカー協会加盟・福岡県ジュニア委員会加盟

※ 卒部生の進路の相談・提供を責任をもって致します。

≪Ｕ－１５≫
＝クラブ活動

福岡県協会・クラブユース連盟主催の公式戦への参加
ジュニアの大会等への審判派遣

※ 卒部生の進路の相談・提供を責任をもって致します。



料 金 （ 税 抜 き 表 示 ）

入 会 金

全カテゴリー １０，０００円

年 会 費

Ｕ－１５，１２ １０，０００円

Ｕ－６ ５，０００円

月 会 費

Ｕ－１５ ９，０００円

Ｕ－１２

週４回 ７，０００円

週３回 ６，０００円

週２回 ５，０００円

週１回 ４，０００円

Ｕ－６
３，０００円(週１回)

４，０００円(週２回)

なでしこ（U-7～12） ２，０００円

※その他活動費等が掛かります。
※≪兄弟割り≫は兄弟児それぞれが１，０００円（＋税）引きとなります。

ジュニアユース（U-１５）となでしこは兄弟割は適用外となります。



ク ラ ブ バ ス

練習や遠征などにはク
ラブバスを使用して会
場へ向かいます。

長期休暇中は関東や関
西への遠征を行なって
おります。Ｊリーグの下
部組織や強豪チームと
の練習試合や大会等に
参加し普段とは違った
環境で選手たちは刺激
を受けています。



エリア伊都グローバル保育園

施 設 名 称 『 企業主導型 エリア伊都グローバル保育園 』

所 在 地 福岡県糸島市伊都の杜２丁目１０番地２０

電 話 番 号 ０９２－３３２－００２２

運 営 主 体 一般社団法人伊都日本振興会

開 園 時 間 ７：００～１９：００

休 園 日 日曜 ・ 祝日 ・ 年末年始 他

定 員 ３９名

対 象 年 齢 ０歳児 ～ ５歳児

給 食 完全給食（離乳食・アレルギー対応）

エリア伊都グローバル保育園では日々の保育
の中で以下の３つを特に大切にしていきます。

① あいさつではじまり、あいさつでおわる

② すきをそだてる、ゆめにそだてる

③ ちがうみんなで、みんないっしょ

「スポーツ」「語学」を通じて『主体性』を
ゆっくり、じっくりと育んでいきます。

身体を動かす楽しさ、伝えたいことが伝わる
楽しさ、その楽しさをベースに子どもたちの
主体性を育んでいきます。野菜を育てるよう
にゆっくりと。美味しい料理をつくるように
じっくりと。



ギ ャ ラ リ ー
















